
木質バイオマスボイラーの機器仕様一覧　【燃料材_木質ペレット】 JWBA Proprietary
・記載内容は企業様からの情報で、当協会が保証しているものではありません。

・記載内容は、2019年3月末時点の情報です。

・一覧表は、当協会が作成したものであり転載を禁じます。 E K
株式会社エンバイロテック

国名 日本

ウエブサイト

日本法人

正式名称 株式会社エンバイロテック

ウエブサイト http://www.envirotec.co.jp/

連絡先名

連絡先TEL 024-935-7500
メールアドレス

住所 〒963-8051 福島県郡山市八山田一丁目35番地

弊社がご提案するバイオマス貫流式小型蒸気ボイラは、森林残
材、建築廃材、紙、汚泥、廃プラスチックなど、従来なら廃棄される
素材を燃料とする、地球にやさしいボイラです。ユーザー様の様々
なご要望にボイラ規模や廃熱ボイラなどの追加でお応えしておりま
す。

ペレット

400kW以上 400kW以上 200～400kW 500kW以上

バイオマス小型貫流式蒸気ボイラ「炎（EN）」 ETA　PU ETA　PU ETA　PU ETA　PE-K ETA　PE-K ETA　PE-K ETA　PE-K PU PC PE-K PE-K PE-K PE-K BioFire Easyfire Combifire

45kw 60kw 80kw 100kw 130kw 180kw 230kw 300kw 400kw 500kw 無 ETA　PU7kw ETA　PU11kw ETA　PU15kw ETA　PE-
K35kw

ETA　PE-
K50kw

ETA　PE-
K70kw

ETA　PE-
K90kw 15kW 20kW 70kW 110kW 180kW 220kW BioFire1000 25-35 18-38

7,11kW 25,32,40,45,5
0kW 90kW 140kW 199kW 500、600、800、1000、

1250、1500kW
運転タイプ 連続運転 or 断続運転 連続運転/断続運転 断続 連続運転

定格出力 (kW) 45kw 60kw 80kw 100kw 130kw 180kw 230kw 300kw 400kw 500kw 945kW 2.3-7.7 2.3-11.2 4.4-14.9 9,4 - 35 14,1 - 49 21 - 70 28,4 - 95 14.9 20 70 110 180 220 1000kW 25-35 18-38

常用時のボイラー効率 (%) 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 75～80％以上（オプションにより異なる） 89.3/93.4 89.3/92.5 95.7/93.5 92,1 / 93,6 92,7 / 93,1 92,1 / 93,0 91,6 / 93,0 93.5 94.4 93.1 93 93.5 94 94.7 95%以上

最低燃焼出力比 [対定格値] (%) 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 未開示 30% 30% 30% 30% 30% 26% 30% 30
低負荷出力 (kW) 13.5kw 18kw 24kw 30kw 39kw 54kw 69kw 90kw 120kw 150kw 未開示 4.4 6 21 33 54 58 300~1000
常用時のボイラー効率 (%) 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 未開示 95.7 93.9 92.2 92.4 94.6 95.1 96.5 92%以上

点火機構 着火用バーナー（灯油、ガス） 自動点火 電気式熱風ファンによる自動点火

低負荷時の自動消火機能の有無 有 有 有

最小出力以下の燃焼方式　(On/OFF or 種火運転) 無 On/OFF On/OFF On/OFF On/OFF On/OFF On/OFF On/Off

本体サイズ (WxDxH) 1240x1150x1
210

1400x1230x1
350

1400x1430x1
350

1400x1630x1
350

1000x3150x1
740

1000x3300x1
740

1000x3300x1
740

1300x4400x2
240

1300x4400x2
240

1300x4400x3
100 　　4355×1660×6705 1072×600×

1150
1120×644×

1375
810×1418×

1768
930×1670×

1767
1106×2100×

2097
1106×2100×

2097 2485x5280x2177

本体重量 (kG) 420kg 540kg 590kg 640kg 1240kg 1440kg 1650kg 2400kg 2750kg 3100kg
10,000kg

246 246 246 601 602 861 863 267 380 965 1,327 1,958 1,958 7075
416

缶水量 (リットル) 150ℓ 170ℓ 215ℓ 260ℓ 450ℓ 580ℓ 740ℓ 1015ℓ 1250ℓ 1485ℓ 345リットル 27 27 27 117 117 196 196 27 52 196 290 448 448 1950 78

伝熱面積 (m2) 3.73㎡ 4.26㎡ 5.32㎡ 6.38㎡ 10.07㎡ 13.03㎡ 15.99㎡ 21.46㎡ 26.38㎡ 31.31㎡ 9.8m2 1 1.9～2.8 6.6 9.07 15.23 15.23 29
伝熱形式 (煙管、水管) 貫流式（水管） 煙管 煙管

煙道直径 (mm) 未開示 160
0.98MPa以下 0.1 0.1 無圧開放 無圧開放 無圧開放 無圧開放 無圧開放式

[定格運転時]  (kW) 0.39kw 0.42kw 0.42kw 0.42kw 2.69kw 3.06kw 3.06kw 5.34kw 5.34kw 5.34kw 41.0ｋW（最大） 95 90 190 248 337 337 3
[低負荷運転時] (kW) 未開示 66 56 90 108 122 122 1.4
燃焼温度範囲 (℃） 未開示 0-200 0-200 0-200 0-200 0-200 0-200 0-200 非開示

火皿方式：固定/可動、階段/回転、ベルト、他（　　) 固定床/可動床(階段) 可動／回転 可動・階段 回転リング

蒸発量[定格時] (kg/H) 1,000kg/H
排ガス温度 (℃) 800℃前後（燃焼室出口） 75-100 75-110 70-120 110 / 180 110 / 180 110 / 180 110 / 180 150 90-120
煤塵濃度 (g/m3N) 0.16以下 6 6.0-8.0 11.0-9 11.0-18 8.0-14 7.0-13 7.0-13
空気ファン(1次､2次、誘引)の有無 有 有（誘引） 誘引ファンのみ

O2センサーの有無 原則無 有 有

有、灯油またはガス（原則未使用） 無 無

他の燃焼物での燃焼は可能（要燃焼確認）

燃料サイズ (EU・JWBA規格の表示) 100mm以下、ゼロものは除く 17225-2-A1 17225-2-A1 17225-2-A1 17225-2-A1 17225-2-A1 17225-2-A1
保証する最大水分 WB (%) 50％未満 15 15 15 15 15 15 15 15%

使用量: 定格出力時 (kg/H) 「水分条件記載」 500kg/Hまで（廃熱ボイラ使用時）、50%未満 222

使用量: 低負荷出力時 (kg/H)  「水分条件記載」 0kg/H 66.7
燃料搬送方式 (下込、横込、落下式、その他(　　） パンコンベヤおよびスクリュウ 自動 横込め

逆火防止装置の有無 有（ダンパー） 有 有

灰落とし機構 (管 ＆ 火皿) プッシャー（固定床）/ロストル（可動床） 自動（管・火皿とも） 機械式

搬送方式 灰受け容器まではスクリュウまたはコンベヤ 自動 スクリューオーガー

灰受け容量　(リットル) 未開示 12 12 12 35 35 44 44 12 44 44 110 80×2 80×2 240 28

灰掃除の頻度 客先の運用による 2～3/月 2～3/月 2～3/月 2～3/月 2～3/月 2～3/月 2～3/月 １回／週 １回／週 １回／週 １回／週 １回／週 １回／週 1~2回/月

集塵機構の有無・形態 有（サイクロン集塵器、バグフィルタ） 自然分離 サイクロン(オプション)
常時監視ｼｽﾃﾑの有無 有 有 エラーメッセージの送信

データログ付き監視 有 無 可

LAN接続 (無線・有線) 有 有線 有線

遠隔コントロール(スマホ)の可否 否 可 可

遠隔コントロールのパラメータ種類 無 全パラメータ 一部

電気主任技術者の要否 否 否 否 否 否 否 否 否

ﾎﾞｲﾗｰ技術者の要否 否（但し廃熱ボイラの有無により要） 否 否 否 否 否 否 否

定期メンテナンス頻度 (回/年) １回/年

（メンテの内容)
ボイラ規模より自主点検と、法定点検に分かれる
点検内容：内部清掃、水面計分解清掃、缶体板厚計測、水管内ス
コープ確認、安全弁動作確認、各動作機器委の点検、等

日常メンテナンスの頻度 (回/週) 点検頻度：未開示（納入先の運用による）

（メンテの内容) 点検内容：未開示（納入先の運用による）

水管/煙管の掃除方法: 手動 or 自動ブロー 自動ブロー

国内での運用実績 (年) 10年目 0.5 0.5 - 1
国内の導入数 (台) 1台 1台 2台 3５台（内、中圧1台、温水1台） 2 1 0 1
海外の導入数　(台) 0台 約450台

国内の代表的な導入場所
(事業者名・導入年度)

2015年
公共施設

2017年
公共事業

2017７年
公共事業

ニプロファーマ(株)大館工場：平成25年度
井村屋株式会社：平成27年度

関東・山形 山形 福島

視察受入れ可否　(場所や条件) 視察可（撮影は原則禁止）

徳島県神山町 2台、福島県西会津町 1台

100kW以下

自動断続運転

自動

煙管

2重煙突　200Φ

可動

断続 断続

自動点火 自動点火

有 有

煙管 煙管

可動／回転 可動／回転

PelletStar FireMatic

FireMatic351

断続運転（全自動運転）

sales@ryokusan.co.jpinfo@dalessandro.jp

〒102-0094　東京都千代田紀尾井町3-32　紀尾井町ヒルズ

連続運転 連続運転 連続運転

10、20、30、45、60kW 101、130、151、180kW

93.5 93.4
24%

E HD E

03-4405-8088023-654-2902

100kW以下

ー

www.dalessandro.jp

オーストリア

HERZ Energietechnik GmbHD'Alessandro Temomoccanica

オーストリア

www.caldaiedalessandro.it/ita/
―ー

http://www.eta.co.at/

http://www.ryokusan.co.jp/

事業者情報

海外機器
製造者

オーストリアオーストリア

ETA機器ﾒｰｶｰ/Equipment Vender KWB (Kraft und Wärme aus Biomasse ) GmbHETA

http://www.herz-energie.at/
イタリア

http://www.kwb.athttps://www.eta.co.at/

ソーラーワールド株式会社

ー ー

緑産株式会社ダレスサンドロジャパン株式会社

http://wbenergy.co.jp/http://solar-world.jp/

一般社団法人　徳島地域エネルギー

http://tene.jp/

プロジェクト営業部鵜池

042-762-10210942-65-8200
info@wbenergy.co.jpinfo@solar-world.jp

088-624-8375
info@tene.jp

〒252-0244 神奈川県相模原市中央区田名3334〒839-0807　福岡県久留米市東合川4-1-39

自社機器のPRコメント

バイオマス利用の最先端国オーストリアを代表する量産型ボイラーメーカー。高いエネルギー効
率、自動クリーニング、遠隔監視・操作機能等、使い勝手に優れる。国内導入事例は、すべて視
察可能。
KWBボイラーを日本導入するに際して、その設計、施工、メンテナンスが適切にできるよう社内
体制を整備。常にKWB本社と連絡を取り合いながら、設計、施工、不具合対応など行う。
主要スペアパーツは国内在庫。
熱負荷変動に柔軟に対応するオンオフ運転タイプであり、完全自動運転。遠隔監視・操作機能
付き。自動クリーニングであり、灰コンテナも大容量。水分も、40ないし45％まで対応。一定規模
までであれば、暖房・給湯回路及びその制御まで含めて設備機器・制御システムの提供が可
能。ボイラーの配置、サイロの大きさ使い勝手、蓄熱タンクの温度差、煙突の仕様など、バイオ
マスに特化したエンジニアリング。

小型バイオマスボイラーの製品の中でヨーロッパでも抜群の知名度を持つのが当社で取扱をしているETA社小型
バイオマスボイラーです。完璧を目指す、ETA社のボイラーは見やすいタッチパネル画像で操作、高効率の燃焼機
器としてつねにトップを目指しております。社内でも毎年、本社に行き研修を受けるなど、ETA社バイオマスボイラー
をシステムで稼働させることを得意としております。皆様にもヨーロッパ型の熱供給、自動稼働出来る暖房、給湯の
システムを早く体験していただきたいと思っております。

〒770-0935 徳島県徳島市伊月町1-32徳島県土地改良会館４F

Herz社は欧州を中心に世界70カ国以上に、最先端のバイオマスボイラーを販売する実績と信頼のある会社です。
バイオマス先進国オーストリアの高い技術と幅広いラインアップで、お客様の多様なニーズにお応えいたします。

ヨーロッパでは約30年程前から、製造販売されているボイラーです。
薪、薪ペレット兼用、乾燥チップとペレット兼用、高含水率チップ専用と目多様な木質燃料ﾀｲﾌﾟに対応したボイラーと
家庭向け小型から産業用大型まで出力範囲が細かくラインナップされており、
適切な出力選定が行いやすい。シンプルな構造で、特殊部品が少なく、モーターや基盤内の電気部品は国内調達も可能。
内部煉瓦も積み上げではなく、取換方式でメンテナンス費用も抑えられる

〒994-0024 山形県天童市鎌田2丁目1-11

メーカー
or

代理店

株式会社WBエナジー

燃料形状 ペレットペレット

ETA社は、ペレットボイラーにおいても高い技術を持ったオーストリアのボイラー・メーカーです。伝送
ラインにはいち早くCAN-BUSを取り入れ、ファンも工夫して省電力に努めています。煙の心配もなく、
ネットーワークでパソコンやスマートフォンからも操作できるのはもちろん、Amzonなどで有名な
RESTfull-Webserviveに対応するなど、ユーザーフレンドリーなシステムとなっております。また、小
型化がすすみ、同種のボイラーに比してかなりの小型化がされています。

ペレットペレット

定格出力範囲 100kW以下 100～200kW

ペレット

200～500kW100～200kW 200～400kW

名称

外観

シリーズ名称 Pelletfire Plus

100kW以下 100～200kW100kW以下 100～200kW

FireMaticCS CS
設備型式名

(xx kW～yy kW:複数機種有る場合）
50-135PelletStar30 FireMatic151

機器の外観写真

その他の設備型式名/定格出力有れば追記
201、251、301、351、401、

500kW
バイオコントロール（比例制御）　設定水温に向けて比例制御運転　到達時は停止　連続　断続　双方の運転が可能

性能諸元

最大
定格

50～135kW（270kW=135x2）まで多様なラインナップ。
複数台の組み合わせも可能

30kW 151kW 351kW

94％以上非開示

6.2~30 36.7~151 112.5~351低負荷
運転時

21%

94％以上96.8 94.2 93.8

32%

点火
消火

電気イグニッションヒーター自動着火ヒーター

オンオフ完全自動運転有 有 有有

電気式熱風ファンによる自動点火 電気式熱風ファンによる自動点火 電気式熱風ファンによる自動点火

On/Off On/Off On/Off最小出力以下の場合　停止　（燃料消費せずに待機状態）

備考　（例えばEUﾎﾞｲﾗｰClassなど)

オフ

物理諸元

機構

1048 x 583 x 1067 610 x 1.100 x 1.568 710 x 1.249 x 1.768

EU評価規格：クラス５

660x980x1230 1888x2071x1818 2630ｘ3015ｘ2800

Energy efficiency class: A+

1370 4171

135  ～19578 254 1130

862 ～ 1100310

7.2 25.58
煙管煙管 煙管 煙管

3.8 ～　 5.771.26

煙管

180 ～　 200中心部　煙管　周囲に複数煙管　2種類の煙管を2回通る構造となっています

運用圧力 (MPa) 無圧開放式 無圧開放式 無圧開放式

0.352
0.055 0.09 0.123消費電力
0.107 0.215

非開示 非開示 非開示60度～９０度（最大）　通常は80度設定

クローラー式

900-1100
固定、開閉 可動・階段 可動・階段下込め式

燃料によって相違 燃料によって相違

100 ～ 140150 160 130

あり

有

有（誘引） 有（誘引）

燃焼

無 無 無 無

ラムダセンサー有

180度程度

燃料によって相違

無無

誘引ファンのみ 誘引ファンのみ 誘引ファンのみ1次ファン、２次ファンと別置きサイクロン誘因ファン

あり

備考　(例えば、竹の燃料利用は） チップ・ペレットの切替が可能

有 有 有 有 有

助燃方式の有無、補助燃料の種類 不要

燃料

灰処理

燃料

燃焼

自動

有

専用ボックス

自動

自動 自動

直径：5～9mm　長さ3.15～40mm
15%

1.4 8.2 25

15% 15%

6.7 33.6 78

落下式 横込め 横込め燃料サブタンク～撹拌～スクリューによる定量搬送

あり有

スクリュー、サクションホースなど、多様なシステムに対応

有 有 有 有有　ロータリーバルブ、サブタンク側にアナログ式消火システム標準装備

灰処理

機械式 機械式

供給
搬送

自動（管・火皿とも） 自動（管・火皿とも）

自動 自動

自然分離 自然分離

機械式スクリュー灰出し装置

スクリュースクリューオーガー スクリューオーガー スクリューオーガースクリュー方式

70（240オプション）23x2 75x2 75x2ボイラーサイズにより変更　容量を大きくできますが、安全を考慮して予備灰取箱供給で対応

1~2回/月 1~2回/月燃料の条件により異なります。

無 無

0.5～0.1回/月1~2回/月

無別置きサイクロン有

可 可有　バイオコントロールにてログ付き遠隔監視　可能

LAN接続を前提有線 有線 有線無線　有線　どちらも可能

あり、多数可

あり有

有

無圧解放　ボイラー技術者は基本不要

可可 可 可遠隔コントロール　可能　スマホ対応も行う事は可能です。

ボイラー出力、往き戻り温水温度、1次・2次燃焼ファン、ファン回転数、酸素濃度、燃焼温度、負
圧、燃焼炉のチップ量、灰スクリュー温度等多数。ボイラー水温度、蓄熱タンク温度、暖房温度、
給湯温度、週間プログラムなど多数。

一部 一部 一部遠隔コントロールも基本全てのパラメーター変更は可能　実際運用の際には条件を設定します

可 可 可

全パラメータ 全パラメータ

・安全装置を確認する• 安全弁の目視確認• サーマルリリーフバルブの目視検査• 燃料経路内の安全装置の動作
準備状況を確認する・煙突
• 煙管をきれいにする• 煙突の凝縮水を洗い流す・クリーン燃焼室• 二次燃焼室の内部の清掃• きれいな傾斜の火
格子

各部の動作確認、煙管・火格子その他の清掃

1000時間ごと

管理
不要否 否 否基本は不要

不要否 否 否

1回／週

灰取りBOXから灰回収（予備灰箱への交換）

１回／年　または　2,500時間毎

保守

定格出力換算で1500時間ごと可動2,500時間ごとor1年／3500時間ごとor3年

自動 自動

1回/年2～3回程度　稼働率　燃料条件により異なります。

クリーニング、センサー類、モーターなどの確認等。

コンプレッサーからの圧縮空気を利用し、スートブローによる自動煙管掃除機能があります

・灰箱を空にする（二次燃焼室から余分な灰を取り除く。灰箱を空にする。シールをチェックする。）
・システム圧力をチェックする 灰受けコンテナ内の灰処理、目視による点検

- - -

2週間に1回

・灰箱を空にする（二次燃焼室から余分な灰を取り除く。灰箱を空にする。シールをチェックする。）
・システム圧力をチェックする
・安全装置チェック（安全弁の目視点検。緊急冷却バルブの目視点検。燃焼経路内の安全装置の動
作準備状況を確認する。）
・煙突（排気管の清掃 煙突の凝縮水を排出する ）

1回/週1～3回/週　稼働率と燃料条件により異なります

センサー類の確認、灰状況の確認。
・アッシュボックスを空にする• 余分な灰を二次燃焼室から除去する　　・　暖房システムの圧力を確認する
• アッシュボックスを空にする• パッキンを確認する

0 0 0
　FireMatic 約合計12,500台

自動・機械式 自動・機械式 自動・機械式

1
3

多数

国内(静岡県御殿場市、北海道江別市、北海道滝上町)　海外(オーストリア各地)　随時受付中

・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ・ｻﾎﾟｰﾄ体制やｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽの対応方法
専門の訓練を受けた技術者がエンジニアリング、施工、メンテナンス。メンテナンスは、研修を前提に地元で
対応することも可能（ただし、最低年1回はメーカーによるメンテナンス）。

遠隔システムで監視　・アフターサービスについて、メーカー規程点検の実施と都度不具合時対応

導入

・設備導入時のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ (事例など有れば) 薪・ペレット・チップ・薪＋ペレットの様々な事例がございます。特に熱供給をした、ヨーロッパシステムがあります。

基本的にすべて可能。導入箇所については、すべてHPにて公開。お客様の声も掲載。当社システムは視察可能です。

運転管理

実績

監視
装置

無線

有 有

無 無

有線 有線

エラーメッセージの送信 エラーメッセージの送信 エラーメッセージの送信有　ネット環境とバイオコントロールソフトが必要

バイオマスの設計・施工に関する国内知識が不十分で、これを現場に正確に伝えることが重要。これに時間
がかかる。

サイロ形状、容量や搬送装置は、実際の供給される燃料によって対策が必要となる事が多い。
事前に安定して供給される燃料を確定させてもらい、燃料条件をある程度確定させてからのサイロ、搬送装置設計を行う必要がある

地域ごとに、日本総代理店・緑産株式会社によるエンジニアリングサポートおよび、地元サービス代理店によるアフターサービスの二重体制を構築し
ます。

メーカー保証や部品供給体制はもちろん、サイロや搬送、ボイラー設置などの設計相談も受けております。
初動対応の重要性を踏まえて、導入場所近隣、もしくは地元企業等を通して、主体のメンテナンス体制は地域で行える体制で行います。
二次側システムや運用面も経験を元に相談があれば、アドバイス等もさせてもらっております。

・弊社バイオマスボイラーはユーザーの蒸気ニーズに合わせ、複数台設置
による台数制御や廃熱ボイラで対応しております。

全国対応

HERZバイオマスボイラー、FireMatic及びBioFireシリーズは、設定の切替で木質チップ・ペレットのどちらも燃料として使用することができます。

木質ペレット製造やブリケット成形などバイオマス固形燃料の機械　付帯設備の提案も行っております。
燃料相談から　ボイラー選定など　燃焼機器のみならず、燃料化という部分の事業と併せて提案を行っております。
木質ボイラーは熱源であり、燃料条件が揃っておれば能力を発揮します。大切な事はバイオマスボイラーの特性を最大限生かせる
二次側システムと考え、導入実績や実際の運用経験を踏まえての、二次側システム検討のアドバイスも必要に応じて行っております。

蓄熱タンクや熱交換器や二重断熱煙突も必要に応じて供給させてもらっております。

・営業展開の方針、計画
すべての導入先において、お客様に十分満足していただけるようバイオマス専門のエンジニアリングの視点
から設計されるようサポート。導入実績はすべて、HPにて公開。

自社展示場を活用した随時案件対応

・過去導入時の課題と対応策　(事例など有れば) 無圧開放と熱供給システムの問題

設置やメンテナンスを地元企業と協力して行い、費用が地元に還元される仕組みを作ります。
弊社では関連する木質チッパーや木質破砕機の販売も行っており、燃料の製造・流通に関してもトータルシステムでご相談に応じます。

基本構造がシンプルであり、モーター（国産代替えも可能）や計装部品も使用部品のほとんどが国内調達が可能であるので、在庫部品はメイン基盤のみとなっております。特殊
な部品のみ在庫し、供給体制を取っております。
導入先地域において設置はもちろん、初動の対応強化のために代理店もしくは、初動メンテナンス体制を取れる会社を通して販売をさせてもらっております。メンテナンスも共同
もしくは、地域代理店様が行える体制を取れるように指導、講習を行って体制を作っております。

・その他特記事項

バイオマスボイラーは、単なる機械の輸入にとどまるものではなく、プランニング、施工、メンテナンス、スペ
アパーツ、マニュアル、製品保証等、その日本導入に際しては総合的に対応する体制を整備することが不
可欠。WBエナジーは、KWBの総代理店として、一貫した責任体制を構築。



木質バイオマスボイラーの機器仕様一覧　【燃料材_木質ペレット】
・記載内容は企業様からの情報で、当協会が保証しているものではありません。

・記載内容は、2019年3月末時点の情報です。

・一覧表は、当協会が作成したものであり転載を禁じます。

国名

ウエブサイト

日本法人

正式名称

ウエブサイト

連絡先名

連絡先TEL
メールアドレス

住所

運転タイプ 連続運転 or 断続運転

定格出力 (kW)

常用時のボイラー効率 (%)
最低燃焼出力比 [対定格値] (%)
低負荷出力 (kW)
常用時のボイラー効率 (%)
点火機構

低負荷時の自動消火機能の有無

最小出力以下の燃焼方式　(On/OFF or 種火運転)

本体サイズ (WxDxH)

本体重量 (kG)

缶水量 (リットル)
伝熱面積 (m2)
伝熱形式 (煙管、水管)
煙道直径 (mm)

[定格運転時]  (kW)
[低負荷運転時] (kW)
燃焼温度範囲 (℃）

火皿方式：固定/可動、階段/回転、ベルト、他（　　)
蒸発量[定格時] (kg/H)
排ガス温度 (℃)
煤塵濃度 (g/m3N)
空気ファン(1次､2次、誘引)の有無

O2センサーの有無

燃料サイズ (EU・JWBA規格の表示)
保証する最大水分 WB (%)

使用量: 定格出力時 (kg/H) 「水分条件記載」

使用量: 低負荷出力時 (kg/H)  「水分条件記載」

燃料搬送方式 (下込、横込、落下式、その他(　　）

逆火防止装置の有無

灰落とし機構 (管 ＆ 火皿)
搬送方式

灰受け容量　(リットル)

灰掃除の頻度

集塵機構の有無・形態

常時監視ｼｽﾃﾑの有無

データログ付き監視

LAN接続 (無線・有線)
遠隔コントロール(スマホ)の可否

遠隔コントロールのパラメータ種類

電気主任技術者の要否

ﾎﾞｲﾗｰ技術者の要否

定期メンテナンス頻度 (回/年)

（メンテの内容)

日常メンテナンスの頻度 (回/週)

（メンテの内容)

水管/煙管の掃除方法: 手動 or 自動ブロー

国内での運用実績 (年)
国内の導入数 (台)
海外の導入数　(台)
国内の代表的な導入場所
(事業者名・導入年度)
視察受入れ可否　(場所や条件)

事業者情報

海外機器
製造者

機器ﾒｰｶｰ/Equipment Vender

自社機器のPRコメント

メーカー
or

代理店

燃料形状

定格出力範囲

名称

外観

シリーズ名称

設備型式名
(xx kW～yy kW:複数機種有る場合）

機器の外観写真

その他の設備型式名/定格出力有れば追記

性能諸元

最大
定格

低負荷
運転時

点火
消火

備考　（例えばEUﾎﾞｲﾗｰClassなど)

物理諸元

機構

運用圧力 (MPa)

消費電力

燃焼

備考　(例えば、竹の燃料利用は）

助燃方式の有無、補助燃料の種類

燃料

灰処理

燃料

燃焼

灰処理

供給
搬送

管理

保守

・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ・ｻﾎﾟｰﾄ体制やｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽの対応方法

導入

・設備導入時のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ (事例など有れば)

運転管理

実績

監視
装置

・営業展開の方針、計画

・過去導入時の課題と対応策　(事例など有れば)

・その他特記事項

JWBA Proprietary

M O S
オリンピア工業株式会社 株式会社　相愛

日本 日本

オリンピア工業株式会社 株式会社　相愛

http://www.olympia-burner.co.jp https://www.soai-net.co.jp/

営業部

042-525-3421 088-846-6702
info@olympia-burner.co.jp head-office@soai-net.co.jp

〒190-0013 東京都立川市富士見町7丁目33番28号 〒780-0002 高知県高知市重倉266-2

・取扱い免許不要（小型ボイラー規格)
・一体型（設置が簡単）
・自動運転可能（着火用バーナ搭載)
・貫流式のため立上りが早い
・木質燃料特有の安全装置

ペレット ペレット

100～200kW 200～400kW 400kW以上 200～400kW 100～200kW 400kW以上 100～200kW

PES, PEB PES, PEB PES 木質ペレット焚き蒸気ボイラ CaP Fire　TAKUMI「匠」 CaP Fire　WaZa「技」 WP WP WP WP WP WP 木質ペレットヒーティングシステム 木燃

MBW-P-13 MBW-P-20 MBW-P-40 BSL-200 BSL-300 BSL-400 BSL-500 RE-10B RE-15B RE-20N RE-25N RE-35N RE-50N 10～20 25～32 36～56 PSB-500 TKM520 WZ520P WP-10 WP-50 WP-100 WP-200 WP-300 WP-500 温風式

MBW-P-60/698kW
MBW-P-80/930kW 無

連続 連続 連続 断続運転

151 233 465 233 349 465 581 116kW 174kW 232kW 290kW 407kW 580kW 10, 12, 15, 20 25, 32 36,48, 56 313 12 58 115 230 340 580 149

83 83±3 80 80 87 85 86 86 86 86
50

50 70 140 116.5 174.5 232.5 290.5 3～6 8, 10 11～17 NA 1 2.5 91
83 NA

着火用バーナ 有り ＯＰ ＯＰ ＯＰ ＯＰ ＯＰ 灯油着火

有 有り 無

OFF どちらも可 種火 種火 種火 OFF

1900×3100×2100 1900×4800×3700 2100×5000×3900 2,950×3,500×
2,560

3,050×3,400×
2,560

3,700×3,570×
2,900

3,700×3,570×
2,900

1,332×2,857×
1,685

1,460×3,032×
1,765

1,292×4,493×
1,905

1,292×4,608×
1,955

1,542×5,064×
2,095

1,542×5,281×
2,215 1130x814x1392 1186x870x1592 1297x990x1855 5,170 x 1,600 x 3,300 1.3×0.5×1.3 1.9×0.9×1.7 2×1×1.6 2.3×1.3×2 2.3×1.5×2.2 2.7×2×2.4 755×2100×1700

3700 7000 7200 2400
(温水機のみ) 1,190 1,380 2,260 2,430 3,210 3,540 350 430 605 4,950 (運転重量) 乾燥重量1030

（熱交換器含む1050）
乾燥重量730

（供給ﾀﾝｸ含む乾燥重量1030）
160 390 1400 2500 3000 5000

630

300 1100 1100 900 550 770 970 1,100 1,450 1,650 64 104 135 197 400 400 19.2 52 360 580 830 1380
9.9 13 5.7 8.1 15.8 18.3 25.6 34.0 9.7 4.8 4.8 1.11 1.89 3.57 11.87 13.45 26.11 10

煙管 煙管 水管 水管 水管 水管 水管 (多管式貫流ボイラ) 水管 水管

160 200 225 250 350 400 130 150 180 250 200 200
0.48～0.88 無圧 無圧 無圧 無圧

2.43 2.58 3.83 4.08 1.75 2.45 2.90 2.90 4.00 4.70 4.5 三相200V1.7kW 三相200V1.25kW 0.069 0.1 0.58 0.58 0.93 0.93 3.7

2.43 2.58 3.83 4.08 NA
1,100 900℃ 900℃ 900 900 900 900 900 900

浮遊流動 可動 可動階段 キャタピラ キャタピラ 固定

500 [換算蒸発量]
約200 約200 約200 約200 約200 約200 350 180℃ 180℃ 280

NA
有 有り 有り 有

無 無 無 無

無 灯油

無

φ6 Φ6～8mm
10% (日本木質ﾍﾟﾚｯﾄ協会の品質規格準拠) 50 40 15％以下 15％以下 15％以下 15％以下 15％以下 15％以下 10wt%以下

39 60 120 52.3 78.4 104.6 133.9
27 41 54 68 95 136

75.5 12kg/h 12kg/h 28.5

26.15 39.2 52.3 66.95 37.8 17.4
スクリュウフィーダー 落下 落下 横込め

有 センサー センサー 無

水管へのエアパージ 有り 有り 火皿

排ガス流動によるもの スクリュー スクリュー 手動

72 90 112 112 100 1.5 １～200 50 60 80 100

週1回 1回/日 1回/日 適時 適時 毎日

有 (サイクロン) ＯＰ ＯＰ ＯＰ ＯＰ ＯＰ ＯＰ 無

有 無

無 無

無 -
無 -

無 -

否 不要

否 不要

2～4回/年 2回

燃焼室及び煙道の清掃
・シーズン始動時のペレットの充填及び試運転
・シーズン終了時のペレットの抜取り

1回/日 毎日

軟水確認及び灰の処理 灰掃除

手動

10 未開示 未開示 3 7 7 7 7 7 11
8 未開示 未開示 8 25 4 2 4 1 206
0 輸出なし 輸出なし 0

北海道 北海道 製材所 (岡山県M社 2008年) 未開示 未開示
高知県安芸郡

熊本県八代市　ほか

不明 お問い合わせ下さい。

スクリュースクリュー

適時適時

N

MBW-Pシリーズ RE-B型（煙管式） RE-N型（水管式） RE-N型（水管式）

種火維持

煙管

〒105-0013 東京都港区浜松町1-10-14 住友東新橋ビル3号館 7階

負荷状況によりいずれも可 缶体水温度による、ON-OFF制御

58

SN O S

日本

二光エンジニアリング

03-6432-4331 0176--22-030803-6408-8251（本社代表）

日本日本 日本日本

ー-―

連続 断続

無

オーストリア

株式会社　日本サーモエナー株式会社 御池鐵工所 伸栄工業株式会社ÖkoFEN（オコフェン）社 株式会社ササキコーポレーション

http://www.okofen.co.uk/en/home/―

株式会社ササキコーポレーション株式会社　日本サーモエナー

http://www.ze-energy.net/ http://www.sasaki-corp.co.jphttp://www.n-thermo.co.jp/

株式会社　御池鐵工所 伸栄工業株式会社　株式会社アオイ技研二光エンジニアリング株式会社

各拠点の営業担当

http://www.miike.co.jp http://shin-ei-kogyo.wixsite.com/shinei,
　　www.aoigiken.comhttp://www.niko-eng.co.jp/

株式会社　御池鐵工所 伸栄工業株式会社　株式会社アオイ技研営業部

info@ze-energy.net-
084-963-5500 029-831-5315  022-274-87660538-38-2701

gijyutsu@miike.co.jp fysky531@ybb.ne.jp   k-takahahi@aoigiken.cominfo@niko-eng.co.jp

1989年にオーストリアで創業されたÖkoFEN（オコフェン）社は、その技術の
高さとサービスの充実により、世界で累計6万台以上の導入実績を持つペ
レットボイラーのパイオニアです。独創的なペレット貯蔵方式（ファブリックタン
ク）や便利なタッチスクリーン式ディスプレイ（日本語対応）、清潔で簡単に空
にできるコンパクトな灰回収ボックスなど、ペレットボイラーの利便性を追求し
続けています。

ボタン1つで全自動連続運転ができ、コンパクトなのに2次燃焼熱効率
80％以上と高効率で、常時燃焼温度900度を実現します。

・「ボイラおよび圧力容器安全規則」に該当しないので、資格・検査が不要です。
・ヒーター内部は真空のため、腐食が起こりにくく、スケールの付着が皆無で、熱効率のダウン・過熱損傷
がおこらず長寿命です。
・原理的に爆発・破損の恐れがなく、缶体内には一定量の熱媒水が封入されているため、空焚きの心配も
ありません。
さらに本体および木質ペレットの供給装置にも、複数の安全装置を組み込んでいます。
・クリンカー生成を少なくするため、ペレット燃焼部にセラミックボールを敷き詰め、均一燃焼・ペレットの流
動燃焼方式を採用しています。
・真空式のため熱損失が少なく、高効率83～85％を実現
・炉筒煙管構造のため灰掃除が容易です。
燃焼部はセラミックボールと共に、缶前引出し構造とし清掃・整備が簡単です。

〒720-2124 広島県福山市神辺町川南396-2 〒300-0056 茨城県かすみがうら市上稲吉1751
〒981-0902 宮城県仙台市青葉区北根1-16-14〒438-0807 静岡県磐田市富里191 〒034-8618 青森県十和田市大字三本木字里ノ沢1-259〒108-0071 東京都港区白金台3-2-10（白金台ビル）

株式会社 ZEエナジー

ペレット ペレット

タッチパネルの採用で、表示は見やすく、操作も簡単便利になっていま
す。

燃焼制御は、「起動」「待機」「低燃焼」「高燃焼」の4つのモードを自動制
御して、設定した温水温度を自動維持します。

無圧開放式温水ボイラーなので、ボイラー技士等の資格は必要ありま
せん。

木質に限らず燃焼出来ます。

・ペレット燃料の原料は全国各地の地域事情もあって多種多様であるため、製品の性状も変わってくる。弊社機
器は樹皮100%のバークペレットから幹部100%のホワイトペレット、樹皮と幹部の全木ペレットまであらゆる木質
ペレット燃料に対応。
・シンプル設計のため、メンテナンスが容易。
・化石燃料のバーナ等の点火装置がないため（種火方式）、トラブルが少なく、燃焼灰に油分等も混じらない。

100～200kW 200～400kW 400kW以上 100kW以下 100kW以下

ペレットペレット ペレット

ペレット焚バコティンヒーター

100～200kW 200～400kW 400kW以上 100kW以下 200～400kW

BSL-100

Smart_e　（熱9kW　電力0.6kW）
E-MAX (熱55kW、電力4.5kW）

50～60116

連続どちらも可

種火

92-93％85 85%
50 50%

91～93％85
電機ヒーター ヒートエアー方式

On/OFF 種火運転

有 無

着火用バーナ（油/ガス）油ﾊﾞｰﾅｰ又は電気ヒーター 初回のみ手動、その後種火方式による自動

種火運転

2380×1283×1766

水管煙管

無圧無圧

2,700×2,700×2,450

410 1,100

1400
(温水機のみ) 2800(温水機のみ)

炉筒煙管方式

7.5 13.9

200 300 400
0.49MPa（最高使用圧力） 無圧開放式

1.58
1.58

無圧開放式

マルチセグメント・バーナープレート方式固定 固定・回転

未開示

固定 キャタピラ

250

無 無

有（押込み、燃焼用、誘引）

無 無 無

有り

無

有り

無

－ －

0.3以下 基準値以下（※燃料により数値は異なる）

1次、誘因

木質チップ（切削チップ）、木質ペレット利用可能。TKM520は予備乾
燥装置標準装備のため、高含水率WB50%木質チップが利用可能。

有り

無

D=6mm, L < 40mm,   EN Plus A1 全木、ホワイト、バークペレット

木質以外の燃料も実績有り。（※要相談）

φ6mm 特に表示はしていないが、基本はJPAの規格範囲内

10%10wt%-以下 特に表示はしていないが、基本はJPAの規格範囲内

13.05

26.1

有 有

落下式 下込 スクリューコンベア

あり

横 落下

センサーセンサー

火皿 火皿：回転式 火皿

無し

無し

無し・手動

無

無

手動 手動（※自動方式やクリーナー方式も選択可）

36

有り 有り

全自動灰排出システム、灰回収ボックス有、サイクロン集塵器 有・サイクロン集塵機

1回/3～7日に程度（灰分が高い場合、頻度が増える可能性があります。） 使用環境により異なる（※要相談）

有無線 無（※要相談） 有線

有無（※要相談）

有
オプションにて「遠隔監視システム」有

無（※要相談）

可否 無（※要相談） 可

未開示 無し

消耗品交換

否
無

無

無否否

適時 1～2回/週（※使用燃料による）

1回/年から設定可1 適時1回/年

手動

1回/年（※通年使用の場合は2回/年）

燃焼炉内灰清掃、サイクロン灰受箱交換、煙管清掃、各部給脂 灰出しや目視確認

30年以上

1カ月に一度1回/1日他

煙管清掃、燃焼測定・調整、真空度確認、異常発報点検他各部の動作確認、煙管・火格子その他の点検整備 機器の点検・清掃及び消耗部の確認・交換等　※詳細は問い合わせ下さい

・煙突内部の掃除　・本体煙突根元部の掃除
・熱交換部の掃除　・ロストルの掃除

ヒーター本体の灰出し他

16年7

6万台以上0台0 26台

手動 手動（※クリーナー等の他方法有り）

富山県 2016年、京都市 2017年2018年度　島根県隠岐の島町

(株)ＺＥエナジー、(株)ＺＥサービス、販売店にてアフターサービスを含め対応
主に自社が行うが、高知県外においては代理店契約を交わした代理店が
行う場合もある。機械の保証は1年間。

要相談弊社工場にデモ機があり、見学可能 要相談

複数台82台6 283台

2年

当社では「木質バイオマスを基軸とした地域循環型社会の構築」を標榜し、
自社による木質バイオマスサプライチェーンのワンストップ化を目指してい
る。
高知県内においては、燃焼機器の販売・メンテナンスのみならず、ペレット
製造をグループ企業で行い、燃料の運送→ストック→販売・供給までをほ
ぼ一元化することで顧客のニーズに応えるとともに収益性を伴ったビジネス
モデルを構築している。

事務所での給湯・暖房/農用ハウスでの加温/食品加工施設での殺菌消毒

用/製材業での木材乾燥用などに導入

自社または販売協力店、代理店等が対応

問い合わせ下さい

全国各地　※詳細は問い合わせ下さい

可能（事前にご相談下さい） 株式会社ササキコーポレーション　青森本社

石油焚きボイラーの場合は、そもそもハウス建設計画時に設置場所を確定
しており、ハウス中央付近に設置されている場合が多い。
ペレットボイラーの場合は、当社の顧客の多くが既設ハウスに追加するた
めタンク設置場所やハウスの形状・栽培方法によって柔軟に対応する必要
があるが、販売開始当初はそれが困難だった。燃料搬送距離が長くなれば
イニシャルコストの増加やペレット詰りのリスクが高まるためハウスの端側
に設置するよう提案することがあるが、温風の吹き出し口の形状が1種類だ
とそういった場合に対応できない。
当社では、吹き出し口の形状を標準仕様を含めて４種類用意しており、顧
客のニーズに柔軟に対応している。

・未然灰が飛散する問題有り→煙道中にて回収行いリターンさせるシステ
ムを導入。再燃焼を行い燃焼効率の向上も図った。

問い合わせ下さい

営業拠点：3ヶ所/サービス拠点：14ヶ所で対応
エンジニアリング・サポート体制：全国45都道府県に拠点有

アフターサービス：24時間年中無休で対応（コールセンター：0120-088-874）
北海道、関東、広島(本社)、九州にサービス拠点があり、アフターサービス対応
が可能。

・設置後1年間は基本的に無償対応行う。

・2年目以降は客先が地元のボイラーメンテ会社と契約。(メンテ会社への

技術サポートは行う)

100kW以下の機器（ペレット）及びチップ対応機器の検討開発

・ホワイトペレット以外の燃料に対応するために技術開発中。

特になし未開示

付帯設備施工業者との連携など未開示

ＷＰ-10はハイブリットフルオートシステムの構築が可能です。（バックアップボイラー連動でお湯切れなしで、リ
モコン制御で給湯、追い炊き、お湯張り全自動）

燃料供給から機器の販売及びメンテナンスが自社ですべて対応できるエリ
アを四国全域に拡大していきたい。
一方で、燃料販売や機器販売単体については、引合がある場合十分に対
応できるエリアかどうかを検討して販売していく。

積極的な販売展開を推進中・主に、HP、カタログ配布、関連企業からの問合せ。未開示

有

手動灰出

有　サイクロン

不要

手動

連続運転

80
30

有

ON/OFF

煙管

無圧大気開放式

800～900
固定

100～200
0.3未満

有

オプション

φ6～8
10

横込（スクリュウコンベア）

有

※発熱量が4,300kcal/kgとする場合



木質バイオマスボイラーの機器仕様一覧　【燃料材_木質ペレット】
・記載内容は企業様からの情報で、当協会が保証しているものではありません。

・記載内容は、2019年3月末時点の情報です。

・一覧表は、当協会が作成したものであり転載を禁じます。

国名

ウエブサイト

日本法人

正式名称

ウエブサイト

連絡先名

連絡先TEL
メールアドレス

住所

運転タイプ 連続運転 or 断続運転

定格出力 (kW)

常用時のボイラー効率 (%)
最低燃焼出力比 [対定格値] (%)
低負荷出力 (kW)
常用時のボイラー効率 (%)
点火機構

低負荷時の自動消火機能の有無

最小出力以下の燃焼方式　(On/OFF or 種火運転)

本体サイズ (WxDxH)

本体重量 (kG)

缶水量 (リットル)
伝熱面積 (m2)
伝熱形式 (煙管、水管)
煙道直径 (mm)

[定格運転時]  (kW)
[低負荷運転時] (kW)
燃焼温度範囲 (℃）

火皿方式：固定/可動、階段/回転、ベルト、他（　　)
蒸発量[定格時] (kg/H)
排ガス温度 (℃)
煤塵濃度 (g/m3N)
空気ファン(1次､2次、誘引)の有無

O2センサーの有無

燃料サイズ (EU・JWBA規格の表示)
保証する最大水分 WB (%)

使用量: 定格出力時 (kg/H) 「水分条件記載」

使用量: 低負荷出力時 (kg/H)  「水分条件記載」

燃料搬送方式 (下込、横込、落下式、その他(　　）

逆火防止装置の有無

灰落とし機構 (管 ＆ 火皿)
搬送方式

灰受け容量　(リットル)

灰掃除の頻度

集塵機構の有無・形態

常時監視ｼｽﾃﾑの有無

データログ付き監視

LAN接続 (無線・有線)
遠隔コントロール(スマホ)の可否

遠隔コントロールのパラメータ種類

電気主任技術者の要否

ﾎﾞｲﾗｰ技術者の要否

定期メンテナンス頻度 (回/年)

（メンテの内容)

日常メンテナンスの頻度 (回/週)

（メンテの内容)

水管/煙管の掃除方法: 手動 or 自動ブロー

国内での運用実績 (年)
国内の導入数 (台)
海外の導入数　(台)
国内の代表的な導入場所
(事業者名・導入年度)
視察受入れ可否　(場所や条件)

事業者情報

海外機器
製造者

機器ﾒｰｶｰ/Equipment Vender

自社機器のPRコメント

メーカー
or

代理店

燃料形状

定格出力範囲

名称

外観

シリーズ名称

設備型式名
(xx kW～yy kW:複数機種有る場合）

機器の外観写真

その他の設備型式名/定格出力有れば追記

性能諸元

最大
定格

低負荷
運転時

点火
消火

備考　（例えばEUﾎﾞｲﾗｰClassなど)

物理諸元

機構

運用圧力 (MPa)

消費電力

燃焼

備考　(例えば、竹の燃料利用は）

助燃方式の有無、補助燃料の種類

燃料

灰処理

燃料

燃焼

灰処理

供給
搬送

管理

保守

・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ・ｻﾎﾟｰﾄ体制やｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽの対応方法

導入

・設備導入時のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ (事例など有れば)

運転管理

実績

監視
装置

・営業展開の方針、計画

・過去導入時の課題と対応策　(事例など有れば)

・その他特記事項

JWBA Proprietary

V Y

100kW以下 400kW以上 100～200kW 400kW以上 100～200kW 200～400kW

COMPACT CLASS 5 COMPACT CLASS 5 COMPACT CLASS 5 ENER-P UTSP ENER-P USTP ENER-P UTSP PYROT PYROT PYROT PYROT PYROT AP10 KP30

COMPACT　13 COMPACT　S18 COMPACT　S24 85 180 110～180
※諸元180

240～360
※諸元360

240～360
※諸元300

450～900
※諸元550 PYROT150 PYROT220 PYROT300 PYROT400 PYROT540 116kW 105kW

110, 180 240, 300, 360 240, 300, 360 450, 550, 700,
900

連続運転 連続運転 連続 連続 連続運転 連続運転

13.7 17.1 22.2 85 180 180 360 300 550 120-150 180-220 250-300 340-400 460-540 116kW 83.4kW
暖房能力（ボイラーとしての能力）

91 92 90 85 85 85 85 85 85 90 90 90 90 90 87(低位発熱量基準) *熱効率 83（低位発熱量基準）

未開示 未開示 未開示 50 25 50 25 50 25 30 30 30 30 30 50 50

未開示 未開示 未開示 42.5 45 90 90 150 137.5 45 60 80 100 140 58 41.7

未開示 未開示 未開示 87 85 87 85 87 85 未開示 未開示 未開示 未開示 未開示 87(低位発熱量基準) 83（低位発熱量基準）

電熱方式 電熱方式 電気式 電気式 点火ヒータ 点火バーナ（ガス/灯油）

有 有 無し 無し 有 有

on/off on/off On/OFF On/OFF OFF OFF
温風機

ボイルする水無し
冷温水機の暖房運転の緒元

バコティンボイラー

702ｘ485ｘ1135 583ｘ795ｘ1225 485ｘ752ｘ1379 1885x2161
x2065

1150x2990
x3000

2030x2699
x2581

1250x3450
x3130

2223x3269
x2671

1440x3950
x3360

3260x3555
x2555

3470x3120
x3320

3470x3460
x3465

3730x3705
x3650

3730x3935
x3725 1,050×2,940×1,890 W2665×D2405×H2435

149 206 240 1885 3450 2335 4400 3450 6600 2300 3200 3700 5200 5600 800 2865　(搬入重量)

未開示 未開示 未開示 385 750 497 1000 1000 1420 432 794 903 1326 1510 － 73 (EVA保有水量)
未開示 未開示 未開示 5.49 13 8.45 18 14.32 28.5 11 16 21 29 39 8.8 5.43

煙管 煙管 煙管 煙管 煙管 煙管 炉筒煙管 炉筒煙管 煙管 煙管

未開示 未開示 未開示 170 225 300 300 350 400 250A 250A 300A 350A 350A 200 (排気筒接続口径) 160 (排気筒接続口径)
0.1 0.1 0.1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.49 0.49 0.49 0.49 0.49 － 0.1MPa以下 (大気圧以下)
130 150 69 2.74 4.5 4.09 5.3 7.35 7.9 都度照会 都度照会 都度照会 都度照会 都度照会 1.5／2.1 1.27/1.36 (単体の消費電力)
120 148 49 都度照会 都度照会 都度照会 都度照会 都度照会 同上 同上

未開示 未開示 未開示 450～650 450～650 450～650 450～650 450～650 450～650 未開示 未開示 未開示 未開示 未開示 未公開 未公開

PelletPower PelletPower PelletPower 回転火格子 固定火格子 回転火格子 固定火格子 回転火格子 固定火格子 可動 可動 固定 (*1) 固定 (*1)
未開示 未開示 未開示 - - - - - － －

142 149 110 180 180 180 180 180 180 160 160 160 160 160 250以下 (*2) 250以下 (*2)
未開示 未開示 未開示 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.035 0.045-0.23 0.045-0.23 0.045-0.23 0.045-0.23 0.3g/m3N以下 (*3) 0.3g/m3N以下 (*3)

有 有 有り 有り 有 有

有 有 有り 有り 無 無

無 無 無し 無し 無 無

EU A1またはA2 EU A1またはA2 EU A1またはA2 6～8 (長さ25mm以下) 6～8 (長さ25mm以下)
EN 14961-2による EN 14961-2による EN 14961-2による 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 40 40 40 40 40 12 (水分量：Wt%) 12 (水分量：Wt%)

EN 14961-2による EN 14961-2による EN 14961-2による 24.9 52.7 52.7 105.4 87.8 161 37 54 74 98 132 28.7
(低位発熱量3900kcal/h)

22.2
(低位発熱量3900kcal/h)

EN 14961-2による EN 14961-2による EN 14961-2による 12.2 13.2 25.7 26.4 42.9 40.3 都度照会 都度照会 都度照会 都度照会 都度照会 14.4 (同上) 11.1 (同上)
下込 下込 スクリューコンベア スクリューコンベア 落下式 落下式

有 有 有 有 有 有

有 有 有 有 燃焼排ガス流による排出 燃焼排ガス流による排出

手動 スクリュー 手動 スクリュー 手動 スクリュー スクリューコンベア スクリューコンベア 灰掻き具による搬送 燃焼排ガス流による排出

未開示 未開示 未開示 20 50 40 90 80 90 240 240 240 240 240 － (炉筒に一時受け) 67

1週に1回 1週間に1回 1週に1回 1週間に1回 1週に1回 1週間に1回
1回/2週程度

の交換
1回/2週程度

の交換
毎日 (灰搬送作業)

ﾊﾞｰﾅ掃除は月1回、煙管掃除は警報毎
週１回 (灰出し作業)
機内灰掃除は年2回

有・サイクロン 有・サイクロン 無 無 サイクロン集塵 サイクロン集塵

有 有 有 有 有 有

有 有 無 無 有 有

可 可 無 無 無線 (モデムによる通信) 無線 (モデムによる通信)

否 否 有 有 無 無

運転・停止のみ 運転・停止のみ 無 無

要 要 要 否 否 不要 不要 不要 不要 不要 否 否

要 要 要 否 否 不要 不要 不要 不要 不要 否 否

１回／年 ２回／年

・シーズン前点検、燃焼調整

・冷暖切り替え
・冷却塔清掃
・燃焼系灰掃除
・燃焼調整

不定期 1回／週

・燃焼時間ごとの灰掃除
・シーズン終了時の処置
・他、日常運用確認 by ユーザー

・灰回収
・木質ペレット補充

自動 自動
煙管自動スートブ

ロー装置有
煙管自動スートブ

ロー装置有
手動 自動

1 4 0 11 11 4 9 9年 11年

1 4 0 44 6 5 6 90台 131台

0 未開示 0 未開示 0 未開示 0台 0台

2018年10月 未開示 未開示 未開示 未開示 未開示 未開示 熊本県 静岡県

YT

046-238-9991

無し

スクリューコンベア

有

連続運転 連続運転

58kW（50,000kcal）

無

116KW（100,000kcal）

連続運転 連続運転

0237-43-8816

〒999-3701 山形県東根市大字東根甲5800-1

矢崎エナジーシステム株式会社

T

06-6458-868703-6665-8626

有限会社　河西

---

落下式

矢崎エナジーシステム株式会社Thermorossi
日本イタリア ドイツ 日本日本 , スイス

ーー

環境システム事業部　事業開発部有限会社　河西

株式会社　山本製作所株式会社 巴商会 , Schmid AG VIESSMANN

https://www.thermorossi.com/en/ https://www.viessmann-us.com/www.tomoeshokai.com/　,　www.schmid-energy.ch/

株式会社ヒラカワ 株式会社　山本製作所株式会社　巴商会

ー

https://hirakawag.co.jp/ http://www.yamamoto-ss.co.jp/www.tomoeshokai.com

ソリューション事業部　営業部　環境グループ本社

https://www.yazaki-group.com/https://www.pellet-stove.jp/

masahiro.yamada@jp.yazaki.cominfo@pellet-stove.jp info@hirakawag.co.jp h-masanari@yamamoto-ss.co.jpinfo@tomoeshokai.com
03-5782-2707

　■木質ペレット焚バイオアロエース
　・再生可能エネルギーである木質ペレットを燃料とする世界初の吸収冷温水機です。
　・CO2排出係数「ゼロ」の木質ペレットの利用でCO2の大幅な削減が可能となります。

　・年間を通じた木質ペレットの利用により、森林を再生させ、エネルギー循環型社会を目指します。
　・木質ペレット直焚燃焼により高効率を実現いたします。
　■木質ペレット焚ハウス用温風機
　・再生可能エネルギーである木質ペレットを燃料とする農業用ハウス用温風機システムです。
　・CO2排出係数「ゼロ」の木質ペレットの利用でCO2の大幅な削減が可能となります。

　・空調技術で培った独自の燃焼制御による高精度温度制御を実現いたします。

燃料となるペレット・チップを連続的に未燃ガス化し、完全燃焼させ、COやNOxの排出を削減
した木質バイオマスボイラです。カーボンニュートラルと定義されている木質バイオマス燃料
の使用により、CO2の排出を抑制します。

面倒な灰掃除の手間を徹底的に軽減。
重油加温機に近い感覚で使用できるペレット温風暖房機です。

〒 108-0075 東京都港区港南1-8-15 Wビル 6F〒243-0425 神奈川県海老名市中野1-11-39 〒531-0077 大阪市北区大淀北1-9-36〒105-0022 東京都港区海岸2丁⽬1番16号 鈴与浜松町ビル7階

ペレット

弊社は業務用温水ボイラ製造販売メーカーで1910年創業の老舗です。明治43年に日本初の特許巴風
呂を開発し、以来100年あまりお客様に快適な商品を提供し続けています。環境対応型ボイラとして
2002年に岩手県雪国文化研究所へ暖房用チップボイラをご採用頂いてから、木質バイオマスボイラの
国内設置台数は累計200台以上となり、北海道から九州までいろいろな施設にて利活用されご好評を
頂いています。

100～200kW

ペレットペレット ペレット ペレット

特に無し 特に無し

100kW以下 100～200kW 200～400kW 200～400kW 100kW以下

PWH-11600C PWH-11600

58 116

電熱方式 電熱方式

有有

on/off on/off

断続運転

有

On/OFF

シーズヒーター

連続

80%以上（最大燃焼時） 80%以上（最大燃焼時）

44 22

未開示 未開示

25.5 25.5

電気ヒータ電気式

無し

On/OFF On/OFF On/OFF
有り 有り

電気ヒータ

煙管 炉筒煙管

3755 x 1406 x 1800 3755 x 1406 x 1800

ＥＵボイラー　Class5

無し 無し

750 750

煙管 煙管

10㎡未満 10㎡未満

未開示 未開示

‐ ‐

2.00 2.00
2.00 2.00

可動　回転 可動　回転

未開示 未開示

可動

215 215

排気ファンで誘因 排気ファンで誘因

有り

無し

有

無 無

有

無

有り

‐ ‐

‐ ‐

無し 無し

(*1) 燃焼床は摺動しているが灰付着防止のため、燃焼床を移動させるものではない。

(*2) 250℃：排ガス温度異常発報温度

(*3) 0.3g/m3N：大気汚染防止法　その他ボイラー、規模４万m3N/h未満、一般の基準値

有 有

有

無し

ÖNORM M 7135 φ6～7mm

竹ペレットは実績あり。その他ペレットは混合率による。

φ6～7mm
10 10

未開示 未開示

13.5 27

有り 有り

下込 下込下込 下込

有 有

有り（火皿） 有り（火皿）有 有

有・サイクロン

有有 有

無し 無し

80（燃焼部） 80（燃焼部）

有

スクリューコンベア

火皿

週1回

灰受けボックス

無

無

有り・サイクロン式 有り・サイクロン式

14～28日に1回 14～28日に1回

有・サイクロン

1回/2週程度の交換

無

有 有 無

無し 無し可 可 無

無し 無し

無

無し 無し

無し 無し否 否 有

無し 無し無 運転・停止のみ

無

煙管（手動によるブラシ掛け）、燃焼室清掃ならびセンサ類点検等取扱説明書による

不要 不要否 否

否 否 不要 不要

灰取だし

1回/週1回/1日

1回/1年4 3～4回/年（使用燃料、運転状況による）

自動 自動手動

1回

取扱説明書による

1回/週程度 14～28日に1回

煙管炉内の煤清掃・燃焼火格子清掃点検・各部作動点検 燃焼部・熱交換部・サイクロン・煙突の清掃など。

火格子清掃、消火水タンク水量確認等 燃焼部・熱交換部・サイクロンの清掃など。

6年

無し 無し

手動 手動

都度照会 都度対応可（事前に問い合わせをいただき、弊社にて選択） 可

特に無し 熊本県（H26・H27）

グループ子会社（テクノ矢崎㈱）を初め、地域指定のサービス指定店にて対応

2台 約70台

3年

代理店による責任施工

コールセンター（24時間365日）による一次対応、メーカーサービス員によるメンテナンス作業 販売店および自社で対応
弊社は木質バイオマスエネルギーシステムの計画・導入が最も得意な木質バイオマスボイラの専門家です。全国に
広がるネットワーク(13事業所)でアフターサービス体制は万全です。

監視システムは運転・故障信号のみ

ENER-P型は弊社工場で製作した純国産品

※ボイラー効率の算出方法は日本暖房機器工業会の「HA-034-2」より、次のように算出。

　巴商会製：入出熱法による熱出力試験、輸入品：熱損失法による熱出力試験（B法）

高知県梼原町の設置事例など特に無し
エネルギー使用量で重油換算200KL/年以上を消費する施設に、木質バイオマスボイラ-を導入する場合にはランニ
ングコストメリットも得られることが多い。
(重油単価80円/lit、木質チップ単価10円/kgでの試算）

未開示

煙管自動スートブロー装置有

環境性の意識が高い農家などへの営業 エネルギー指定管理工場への営業展開未開示

Class 5は2016年10月より販売開始


